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あとがき 

 第27 回日本消化吸収学会総会は正宗研会長（秋田大学第一内科教授）のもとに1996 年7 月13 日

に秋田市において秋田県総合保健センターを会場として開催された。 

 神戸市で開催された第23 回総会、新潟市で開催された第25 回総会に次いで3 回目の東京を離れ

ての開催であったが、予想を上回る多数の会員の参加を得て、特別講演、文化講演、シンポジウム、ワ

ークショップ、一般演題を加えて、とくに企画された消化吸収障害（蛋白漏出も含む）を呈した珍しい症例

を主題としたセッションが行われた。 

 本号にはこの第27回日本消化吸収学会総会に発表された特別講演、シンポジウム、ワークショップと

ともに、本年4月神戸で開催された日本消化器関連学会週間、DDW’96に部分参加したシンポジウムが

掲載されている。 

 昨年のDDW’95 に部分参加したワークショップ抄録に併載された司会者の総括（本誌第18 巻第1 号）

が好評であったことから、総会で行われるシンポジウム、ワークショップについても司会者に総括をお願

いして併せて掲載することになった。 

 また、本誌に掲載された若い会員による研究発表を対象とした学会賞が新たに制定され、平成9 年

から実施されることとなった。今後の若い会員の多数の加入と優れた研究の発表を大いに期待したい。 

（T. T） 


